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電子社 会 におけ るク レジ ッ トカー ドの役割

松 原 英 二

1は じめに

わが国ではじめてクレジットカー ドが発行された昭和35(1960)年 、 カー ドは単なる1Dを 記入

しただけのものだった。やがて、磁気ス トライプのついたいわゆる電子情報式IDカ ー ドにな り、

今や 王Cカ ー ドが標準型になりつつある。この間約50年 である。半世紀を経て、クレジットカー ド

は最新技術に支えられた消費者の日常の携帯デバイスになっているが、クレジット業昇全体の視点

でみると、金融および消費経済の領域において、クレジットカー ドあるいはクレジット金般のポジ

ションが大 きく変わってきたといってよい。クレジット自体が消費を支えるサブ ・ッールであるこ

とからすれば、現代入の生活に不可欠なアイテム 衣食住や自動車、家電、IT、 娯楽、各種

サービス等一 と隅等の水準で語ることはできないが、淘汰ないしは自然消滅、衰退してきたデバ

イ入 レコー ド、 レーザー ・ディスク、ポケベル、タイプライター、公衆電話等一 とは異なっ

た別カテゴ'J-、 た とえば進化タイプのッールとみなすことができる。

本稿は、電子社会におけるクレジットカー ドの方向性を模索することにする。次節では、電子社

会の概要を説明するために、われわれの身近のメディア(機 器)が どのようなライフサイクルのデ

バイスだったかを提示 し、クレジット・デバイスとの穀比を試みる。第3蜘 ま、最嚢のクレジッ

ト・デバイスとしてインターネット利用のクレジットとケータイクレジットを取 り上げ、その特微

を吟味するO第4節 は、クレジット・デバイスを貨幣経済学的視点から論 じる。最終節は本稿のま

とめとして、現代クレジット全般の傾向と得失を論 じる。

∬ 電子社会におけるクレジッ トの変容

変化の早 い事象 を表現する用語は重要度や使用頻度 も変TL'する傾向にある。1970代 後半、

キャッシュレスなる用語が新語として登場 し、多 くの文献やメディアで使われていたが、今や

キャッシュレスは弼語ではないものの、とりたてて特別扱いされるような用語ではない。こうした

例として、クレジットの分野ではサラ金(サ ラリーマン金融)が ある。周知のように、これはイ

メージの問題で業鼻内部からメディア等に使用 しないように鋤きかけたものであるが、これも死語

ではないので、経済評論家の中には未だに使胴を差 し控えないもの もいる。

電子社会は、電子と社会という独立 して聞けば容易にイメージで きるものが 「電子社会」と統合

するとtl-一__F21U-]itsに映 るかもしれないが、ITや デジタル ・エコノミーと同類語として使われるよう

である0い うまで もなく、 工Tは 情報技術のことであ り、デジタル2>は 情報のilfl工・伝送のタ

イプである。これらがすべて電子ない しは電気処理技術によることからそれらを総揺 してr電 子」

という最も大きなカテゴリーで表現することもできる。

したがって電子社会は、商取引はもちろんのこと、製造や流通、物流、金融、ビジネス、果ては

政治に至るまであらゆる領域で共通に使われているコンピュータを申心デバイスとした有線の情報

ネットワークやデジタル伝送の電波による無線通信が導入された経済主体の総体を指す ことにな

る。たとえば、本稿で取 り上げるクレジットカー ドはテレビやパソコンを購入 したときに現金に換
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わって支払 う手段であったが、今や、そのクレジットカー ド支払いがパソコンやテ レビで行うこと

ができるのである。多少制約を緩めて表現すれば、クレジットカードの 王D機 能が家庭のデジタル

機器で使えるようになったという意味で、地デジ対応のテレビやインターネットが使えるパソコン

がクレジットカー ド・リーダーに化したのである。

クレジットカー ドの進化過程をみると、単なる1D機 能だけの第一世代、磁気ス トライプ付の第

二世代、環在のICチ ップ付は第三世代に分類される。これらは技術的進歩と軌を一にしており、

亙Cチ ップが開発されていない時代には磁気ス トライプ式カー ドしか使えないのは当然であるが、

セキュリティーへの要求水準が高まったので 亙Cカ ードに移行せ ざるを得なかったのであるが、こ

のようなニーズと技術利用の同時期性はあながち偶然とはいえないかもしれない。企業の技術者な

らビジネス ・ユースを考ry;せざるを得ないであろうから、ICや コンピュータ、デジタル ・ネッ ト

ワーク関連の開発技術者はそれらのデバイスや技術が完成 した後には、比較的短蒔問に薪商品にな

る可能性がある。デジタル機器のライフサイクルは比較的アナログ機器のそれより短い。

褒2-1で は、身近なAV関 連のアナログ ・デジタルメディアと機器の簿命をまとめたものであ

る。このうちカセッ トとレコー ド、β、VHSの4種 類がアナログ、それ以外はデジタルである。

民生機としてのβは製品販売が終了したが、ベータカムと呼ばれる放送局用標準規格の機器として

生き残 っているので、いずれのアナログ機器も現行機器ということができる。カセットが45年 、レ

コー ドが100年 以上、 β、VHSが30年 以上である。これに反 して、デジタル機器 となるとワー ドプ

義2-1各 種 メデ ィア ・機 器 の開発 年 と特徴

名称 開発年(寿 命 ・終了) 特徴

カ セ ッ ト ・レ コ ー ダ ー 1962一 DAr,MD,CD,PC,ICな どが 代 替 。

日本語 ワー ドプ ロセ ッサ ー 1978(約23年) PCが 代替。

レ コー ド ・プ レイ ヤ ー 1951(国 内初LP) 蓄音機では100年 前 。CDが 代替。

DAT1> 1987(2005年 終 了) 業務用でわずかに残存。

DCC2) 1992(2000年 終 了) カ セ ッ トとコ ン パ チ ブ ル 。

MD3> 1992一 3本 のみ普及。

CD 1980一 CD-R,CD-RW等 録 音 メ デ ィア 有

Q 1975(2002年 終 了) ソニ ーの 醐 発 。

`JHS
1976一 鰹本 ビ ク タ ーが 開 発 。

LD(レ ー ザ ー デ ィス ク) 1981(2007年 終 了) 国 内3G5Cは パ イ オニ ア。 開 発 は フ ィ リ ッ プ

ス1977年 。

DVD 1996一 DVDの 開発は1990年 代初頭。

出所)根 来 龍 之 ・荒 川Jai.紀 子 「ぎ顯 客 コ ン テ ン ッが 存 在 す る 製Ann,の 予 想 寿 命期 問 の 主 観 的 モ デ ル の 構 築 」 早 稲

田火 学1丁 戦略 研 究 所 ワ ー キ ン グ ペ ー パ ー シ リー ズNα26、19…20。

(http://www.wasedajp/prj-riirn/paper/2008 _RIIM-WP-26.Pdf)お よび ソ ニ ーHP

(hrip://vnvw.sonyjp/products/Consumer/media/Kist◎ry/#y1960)、Wikipediaか ら。

注Dデ ジ タ ル ・オー デ ィ オ ・テ ー プ(DigitalAudioTape)

注2)デ ジ タ ル ・コ ンパ ク ト ・カセ ッ ト(◎igitalCompactCassette)

注3)ミ ニ ・デ ィ ス ク(MiniDisc)
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ロセッサー23年 、D蟹,!8年DCC ,8年 、 レーザー ・ディスク26年 である。後発のCD,●i,DVD

が今 後どれだけの寿命があるかは定かではないが、巷間いわれるところでは、MDは 衰退期に入っ

ていると示唆されるし、DVDも ブルーレイや圏定メディアにとって替わられる可能姓 もある。こ

のような比較で、一概に技箭の寿命を論じられるとは思わないが、進歩スピー ドが速い分、終焉を

迎える時期 も早 くなっているかもしれない。

電子社会では、ひとたびデジタル ・ネットワークが構築されると、急速に端末を利用 した派生ビ

ジネスが生まれていく。以下、クvジ ットに関連するものを取 り上げてみよう。flit述したように、

クレジットカー ドは大 きく分けると第三世代まで分類されるものの、基本的にID機 能のセキュリ

ティーが向上 したものであるので、進化したことは事実であるが、基本機能に変化はない。その意

味では、クレジットカー ドも単～機能でそろそろ半世紀使われていることになる。磁気ス トライプ

が 王Cチ ップに換わったことは大 きな変化であったが、サイズは変化していないし、何よりもクレ

ジッ ト決済システムへのアクセスカー ドであることに変わりはない。

クレジッ トカー ドが 目に兇える形で進化 したのは、カー ドによらないクレジッh一 それはもは

やクレジッ トカー ドとは呼ぱないが一 インターネット売買におけるクレジット利胴やケータイ電

話によるクレジッ ト契約であろう。flitは イ ンターネットで買い物をした場舎に、16桁 のクレジッ

ト会員番号と有効期限をキーボード入力するものである。これを梗宜的にネットクレジットと呼ぼ

う。後春は、たとえば、みずほ銀行のHPを 参照すると、NTTド コモのおサイフケータイを使い、

「お持ちのおサ イフケータイをご利粥店舗の読み取 り機にかざすだけでお支払いが完了する、簡

単 ・スピーディな後払い式電子マネーです」とある3)。Jt本 的には、電子マネー機能付のケータ

イにクレジッh機 能が付加されたものである。当初はNTTド コモの商品名(お サイフケータイ)

だ ったが、現在はKDDIと ソ フトバ ンクモバイルもhlじ 商標 を使用 している。以下これをケータ

イクレジットと呼ぶ。

このように見て くると、従来からのクレジットの分類である個贔割賦 と総合割賦のF総 合」に分

岐する領域ができることになる。側品割iは 要するに書類によって契約するタイプのクレジットで

あるが、総合割賦はカー ドによるクレジットである。ネッ トクレジッ トとケータイクレジットは、

まったく新 しいタイプのクレジット・デバイスである。

IIネ ッ トクレジッ トとケ ータイク レジ ッ トの経済学的特徴

薪タイプのクレジット・デバイスたるネットクレジッrと ケータイクレジットは経済学的にどの

ように捉えればよいのであろうか。

!ネ ッ トク レジ ッ ト

従来のクレジットカー ドによるクレジット契約は既存のクレジット・ネットワーク ・システムへ

のアクセスカー ドとしてクレジットカー ドが機能していた。カー ドはいわばポータブルの 王D機 器

である。クレジット決済では、「誰がjrい つjr何 をjrい くら」支払ったかがきわめて重要である

から、支払者のIDが 決定的に重要 となる。支払者が本入であることを示す手段はもちろんカー ド

だけではない。近年金融機関で試行 されている指紋による静脈認証や瞳の中の虹彩を利胴するいわ

ゆる生体認証(biometrics)な どは、おそ らくは最 も確度の高い 亙D識SiJ方 法であろう。これに比

べればクレジットカー ドは盗難や偽造などの問題が払拭できないでいたから、世界中に唯一つとい
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うIDを 確定するためにより有利な生体認証を普及させることでセキュリティーを飛躍的に向上さ

せるであろう。

このように現在実現 している最 も儒頼性の高い生体認証を基準にしてみるとネットクレジットの

セキュリティーは比較にならないほど信頼性が低い。クレジットカー ドの情報および生年月日等を

入手 していれば、誰で もいくらでもクレジッF購 入できるからである。 もちろんこれは犯罪ないし

は犯罪に近い行為であるが、セキュリティーという面ではきわめて低 レベルと雷わざるを得ない。

「誰がjrい つ」「何を」「い くらで」買ったかという取引情報が残るか ら、 トレーサ ビリティーの観

点からクレジットカー ドそのものの利用より若干セキュリティーは高いか もしれないが、それでも

一憾の取引で高額のクレジット購入された場合
、被害は甚大となる。

いうまでもな く、ネットクレジットはインターネット購入の決済手段であるから
、自宅やパソコ

ンが接続可能な施設、ネットカフェ等さまざまなところで利用できる。これは店舗内でクレジット

カー ドを指し示すという従来の購入スタイルと大きく異なる。あえていうならば、カー ドリーダー一

が自ら利用するパソコンに備え付けられたのと同じである。カー ドリーダーによるID入 力をキー

ボー ド入力に換えただけかもしれない。それゆえ、ネットクレジットは既存のカー ド型クレジット

契約の拡張 といえるだろう。家に居なが らのネットショッピングなのだから、このスタイルにマッ

チ した決済方法が求められるのは当然だろうが。すでにインターネット・バンキングが定着 してい

るわけだから、クレジット購入もそれな りの決済方法が考案 されて当然だが、比較的厳重なパス

ワー ドでセキュリティーが保証されているキャッシュカー ドと異なり、クレジットカードは十全 と

はいえない状況である。

ネットクレジットを経済学的にみると、以下の特徴を指摘できる。

① 財 ・サービス購入機会の増大

② 決済コス トの低下ない しは合理化

③ オンライン決済

逓常のわれわれの財 ・サービス購買行動の標準形は店舗でそれらを選択し、現金で購入すること

である。これによって一回の経済取引が完結する。 しかし、ネッ ト購入になると店舗が不要にな

り、これにネットクレジット決済になると現金が消える。 これは情報購入 ・情報決済である。たと

えば、近くの家電量販店に購入 したい薄型液晶大画面テレビがない場合、あるいは価格的に折り合

いがつかない場合、われわれはその店で予約 したり他の店舗に行 くしかない。だが、購入したいテ

レビの概要がわかっていれば、それをインターネット検索することで、全国のネットショップで当

該テレビの価格 ・送料他の条件が一挙にチェックできる。そして気に入ったネットショップで銀行

振 り込みや代金引換、クレジッ トで購入できる。多 くの店舗を麟ってテレビをチェックする必要は

ない。この一連の購入過程からわかるように、われわれはネッ トショッピングで①②のメリットを

享受することができる。通常のクレジットカー ド決済はもちろんオンライン決済だが、このネット

クレジットもオンライン決済である。かつてネッティングA)と いった企業間決済が注目されたが、

いわゆる企築と金融機関のファーム ・バンキング、家計と金融機関のホーム ・バンキングがほぼ実

用化され、そしてこのネットクレジットである。信用供与を伴わない金融機関決済と信用供与を伴

うクレジットを併せたオンライン決済手段サービスを利朋できるようになったのである。
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2ケ ー タイク レジ ッ ト

このタイプのクレジットもクレジットカー ドとは異なる特徴を有する。ケータイクLジ ットはク

レジットカー ドのIDが ケータイに移ったものと解釈 されるが、この種のデバイスの最 も特長的な

ところはモバ イル(mobile)と い うところである。もちろんクレジットカー ドもモバイルである

が、ケータイは電話 という電波機器であるから電波が届 く範囲ではどこでも買い物 ・支払いができ

る。これはモバイル ・コンピューティング(mobilecomputing)で ある。 したがって上記(1)の

ネ ットクLジ ットのバ リエーションとも考えられる。コンビi一 タの分野では、身につけて使 う

ウェアラブル ・コンピュータ(wearablecomputer)が 開発途上にあるが、高機能ケータイはすで

にこの領域に達 している。

上述のようなケータイは、小型のパ ソコンであるから、機能はもはや単なる携帯電話機ではな

い。電話機能のついたウェアラブル ・コンピュータである。金融決済デバイスとしては電子マネー

の導入が先だった。チャージしたマネーを決済するスタイルである。これにクレジッ ト機能が加

わったが、実はこれが従来のクレジットの定義から若干逸脱 している。クレジットの古典的定義は

後払いで僑用供与があるため利息がつ く、 というものである。 しか し、マ ンスリークリア(翌 月一

括払い〉が、2ヶ 月3Q払 い を割賦とするr割 賦販売法」の範購外のため、クレジットではないと

示唆するものもいたが、クレジット取引情報の発生とクレジットコス ト5)の 発生があることを考

慮すると、マンスリー ・クリアもクレジットとみなすべきである。実際、クレジット統計には非割

賦としてデータが出されている6)。

経済学的に、ケータイクレジッ トは次のような特徴を有する。

① 財 ・サービス購入機会の増大

② 集中型決済デバイスによる葬現金決済スタイルの進展

③ オンライン

①③は、(1)の ネ ットクレジッ トとnと 考えられるが、②については説明が必要である。前

述したようにケータイクレジットは各種決済手段を集中化するとともに、ポイントサービスも利用

できるので販売促進効果も期待できる。さらに、商品 ・サービス検索も可能であ り、またメモリ容

量が飛躍的に増大したため、各種カー ド(の 機能)を 取 り込むことができるから、商品取引 ・購入

の意味では、ほぼ完全に決済機能付のウェアラブル ・コンピュータである。

N現 代クレジッ トの金融論的特徴 ク レジ ッ ト ・デバ イスの貨幣牲

消費考の金融行動というのは概して貯蓄行動ないしは金融資産購入などのどちらかというとマク

ロ的分析に主限が概かれてきた。経済学における消費者行動は古典的な効用分析からは じまるが、

クレジット利用者の消費者行動はミル トン ・フリー ドマン(MiltonFriedman)の 恒常所得仮説に

即 した異時点問における生涯効用の最大化を求めるようなタイプに拡張されている7>。 しか し、

このような拡張された消費者行動理論、とりわけ恒常所得仮説を取 り入れるような長期の分析で

は、mご との消費決定や決済手段の選択を説明することはできない。消費者行動のような経済分

析は、多岐にわたる消費者行動を普遍的に扱うことはできないため、消費者の所得をい くつか類型

化 恒常所得仮説や絹対所得仮説、絶対所得仮説等一 して、彼らがどのように財 ・サービスを

選択するかを分析する。多岐にわたる消費者の行動を説明するためには、そのマーケティングで展

開されているような効用 ・所得分析に依存 しない、ブランドや利便牲、ファッションなどの経済学
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では外的要困(定 量化とその一般化が困難)と して扱われるような非定最的変数で説明した方が説

得力を得やすい。多 くの消費者にとって、A購 入に際 しての価格は自らの所得と並んで極めて大

きな変数であるが、合理的消費が不可能な場合の消費、たとえばデー トや会合などで急な食事の機

会に直面 したり、緊急入院しなければならなくなった場合、われわれは必ず しも最適な溝費機会や

最低コス トの決済手段を利用できるとは限らない。このような突発的あるいは刹那的消費を説明す

る最 も的確な要素は所得や効用よりも情報である。いかに多くの有益な情報を有 しているかで、刹

那的消費 もよりよい効用水準が得られる可能性が高 くなる。

金融の世雰でボーダLス といえば、主に金融機関の国際的取引がイメージされるが、金融論的に

薪種のクレジッ トを考えたとき、まさに多種多様なミクロ的決済手段が用意されていることから、

決済のマルチ ・ファンクション化あるいはマルチ ・モー ド化といってもよいだろう。現金決済とク

レジットは従来、縦の関係すなわち現金を基準にしてコスト順にデビットカー ドやマンスリークリ

ア、クレジットカードによる割賦購入、憾晶による割賦購入、さらに最 も高利のキャッシング(消

費者金融)ま で使い分けるとみなされていたが、本稿で取 り上げているクレジット・デバイスは、

もはやそのような利息 ・手数料で選択されてはいない。ライフスタイルやIT習 熟度および依存

度、職業や居住地域、学歴などのデモグラフィックな特徴とIT利 用のクレジット・デバイスの親

和性によってi択 されるであろう。さすがに現金決済は決済の基本であるが、決済デバイスは横一

線とはいわないまでも、時と場合、環境によって無差別的に選択されるであろう。このようなクレ

ジット・デバイスの扱い方は経済学の基本的分#r法 である最適化から若干離れる考え方である。

比喩的にいえぱ、東京一大i間 の新幹線と飛行機、高速バスの選択のようなものである。もちろん

輸送灘には圧倒的な差異があるが、あるグループは高額でも飛行機を利用するし、またあるグルー

プは長隣問かかっても商速バスを利用する。これらの消費者群に優劣や順位をつけることはできな

いo

ところで、こうしたマルチ ・モー ド決済は貨幣としてどのような特質があるだろうか。これまで

の消費者信用の経済学では、「クレジットカー ドは貨幣か?」 などというエレメンタリーな議論が

なされた時期もあったが、プリペイドカー ドや電子マネーが出揃った現在では、初心者向けのパン

フレッrで もそのような論調でクレジットカー ドを説明すべきではないだろう。多重債務者防止の

ための～文にクレジットカー ドを打ち出の小槌に例えているものもあったが、かえって紛らわしい

説明である。クレジット・デバイスの中で貨幣銚を論じる際にキーポイントとなるのは、デバイス

を使用する前に決済しているかどうかである。すなわち、前払いのプリペイドカー ドと電子マネー

は貨幣であるが、ここで中間にinす るのがデビットカー ドである。周知のようにデビットカー ド

は利用者の金融機関の残高以下でカー ド決済時に瞬時に取引が成立する。これはあえてい うなら

ば、デビットカー ドは残高限度までの預金通鰻を持っているのとC!じ であるから、もちろんデビッ

トカー ドは貨幣ではないものの小切手のような貨幣に近いツールであるといえる。

貨幣の定義については、古 くはハイエク(FriedrichAugustvonHayek)が 、現代の混沌 とした

貨幣の議論に一筋の光明を与えている。

われわれは通常は貨幣と貨幣でないものとの間にはっきりとした境界線があると仮定してお

り、そ して法律は一般的にこうした区別をおくようにしている。けれども、貨幣的事象の因果

関係に関するかぎり、このような明白な相違はないということである。われわれが見出すのは

一つの連続体である8)
。
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表4-t決 済 デ バ イスの 代替 メ リッ ト

決済デバイス 代替する決済デバイス 代替する際のメリット

現金 現金以外すべての決済手段 安全で小額の場合低 コス ト

小切手 現金 決済リスクの低減

手形 現金、小切手、銀行振替 信用供与による支払の繰延

プ リペ イ ドカー ド 現金、各種クレジット 小額決済の利便性、ポイント

電子マネー 現金、各種クレジット 決済コス ト、購買機会の増大

デ ビ ッ トカ ー ド 現金、各種クレジット 決済コス ト、購買機会の増大

ク レジ ッrカ ー ド 現 金 、 個 品 割 賦 、 デ ビ ッ ト、 電 子 マ ネー 高額利用、購買機会の増大

個晶クレジット 現 金 、 総 合 ク レ ジ ッ ト、 手 形 、 高額利用、購買機会の増大

ハ イエクのこの示唆 「貨幣的事象の因果関係」はまさに、クレジットデバイスの指向姓すなわち

各種決済手段の守備範囲を物語っている。貨幣は最大の購買力をもつものであろうが、高額支払い

になればなるほど不適格になる。!00THF9を チ ェックするには数分で済むだろうが、!000万 円、

1億 円となるとたいへんである。まして偽造までチェックするとなると、たとえば日本銀行の銀行

券自動鑑査機で も、1分 間あたり1800枚 ということなので、10分 で1億8000万 円、100分 で18億 円

しかできないのである9)。 消費蓄 レベルではこのような高額決済を想定する必要はないのであろ

うが、現金決済というのは意外と不便なこともある。小切手や銀行決済はこのような環金決済のデ

メリットを補完するが、クレジット・デバイスによる決済には以下のようなメリットがある。

もちろん、すでに述べたように、ライフスタイルやファッシ ョン、IT習 熟度、環境などもあげ

られるだろう。プラチナカー ドやブラックカー ド1。〉などはある種のステイタスであると捉える向

きもあるというが、もしそうならステイタスや見栄もカー ド決済のインセンティブとなろう。クレ

ジット・デバイスの貨幣性は、換金性と決済システムへのアクセスで論ずべきであろう。後者は金

融論でいうところの流動性に近い捉え方である。すべての資産は貨幣にどのようなコス トと時間を

経て換金されるかが要であるが、クレジット・デバイスはいかにして最終的に利用者の資塵から利

用代金と金利 ・手数料が支払われるかである。

Vむ すびにかえて ク レジ ッ トの再検討

昭和30年 代、クレジットが今のような多機能 ・高機能に進化するとは誰も予想しなかったであろ

う。クレジット・デバイスは高価格商品を販売する販促ツールが原点であるが、これがやがて金

利 ・手数料収入をOfihと す る消費老金融の発展につなが り、現下のようなハイテクを駆使 した最先

端の情報機器 ・端末に付加されるようになったのである。マーケティングやビジネスの観点からは

いかに売 り上げるかが露標の一つであるから、強力な販売促進ツールがあれば、それを積極的に導

入 しようとするであろう。昨今のアメリカ発の金融不況で、世界約に景気後退局面に移行すると予

測されているが、当事者のアメリカでは住宅を担保としたサブプライム ・ローンはもとより、逓常

のクレジッrも 影響を受け、GDPの70%を 占めるといわれる旺盛な消費者支鵬が低下すると懸念

されている。サブプライム ・mン はクレジットの領域ではないものの、今さらながら健全なm

ンまたは消費者信用システムが必要なことを今圏の事件が如実に物語っている。担保付ローンは担



54

保となる資産価格の上昇 トLン ドと安定性に依存 してお り、一度それらの資産価格が下落 ・不安定

化 した場含の貸付がいかに脆弱なもの となるかを今回の一連の事件が教えて くれるのである。通常

の感覚では、かつての慣習のように損保貸付はリスクが低いと思われがちだが、実際にはバプルと

みなされる資産価格の上昇傾向にあるときには、評価を誤ることが多々あるのである。アメリカの

失敗はあまりに巨額のために、消費者儒爾の世界とはかけ離れたものと受け取 られるが、基本は同

じである。むしろ、無担保の消費者借用のシステムを高度化 して低 リスクの融資システムを構築

し、消費者領域のローン・システムを健全化すべ きであろう。

消費者信用の決済デバイスは、システム上デフォル ト(債 務不履行)が 起こらない電子マネーや

プリペイ ドカー ドー-)、デビットカー ドとややもするとデフォル トを起こす可能性のあるマ ンスリー

クリア、そして僑耀棋与があるために、デフォル トを起こしやすいクレジット(総 合 と個晶)が と

くに障壁なく利用できるようになっている。本来、最 も審査が厳 しいはずのクレジッhカ ードでさ

え、わが国ではそう苦労 しないで取得できる。限度額もはじめから高額利用(た とえば50万 円)で

きる。クレジット・デバイスの利便性や機能のスペクトラムは比較的簡単に描けるだろうが、リス

クが顕在化するデバイスとしないデバイスの境界を明確にした類型化 と整備が必要なことはいうま

でもない。さらにセキュリティーも新次元の領域にきた。もはや紛失や盗難で事故が起こるレベル

ではない。パソコンによるオンラインのクレジット決済である。これとネットバンキングがセット

になった犯罪が起きないという保証はあるだろうか。知らない問に、クレジットカー ド情報 とネッ

トバンキングについての情報が流失 したらどうなるだろうか。利用者のセキュリティー情報が乏し

い場合、意外なほど簡単に犯罪が成立するかもしれない。現在、ケータイクレジットやネットクレ

ジットなどの最新の決済システムとネットバンキングを縦横無尽に駆使している利用者はおそらく

ITデ バイドの消費者ではないであろうが、彼の認知力が低下してきたときを想像すると必ずしも

最毅の機器が最良のセキュリティーを保証するものではないかもしれない。
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6)(社)日 本 ク レジ ッ ト産 業 協 会 の統 計 を参 照 の こ と。 ち な み に 平 成18年 度 の非 割賦 方 式 の 総

額 は約31兆7600億 円(前 年 度比8.2%)で あ る。(http://wwwjccia.orjp/11/11_003.htm1)

7)GiuseppeBertola,RichardDisneyandCharlesGrant(ed.)TlaeEconomicsofCosaszcmerCred一

甑MassachusettsInstituteofTechnology,2006.(江 夏 健 一 ・坂 野 友 昭監 訳 『消 費者 信 用 の経 済

学』 舞{ギ羊経 学斉新 幸浸譲二、2008年 、12-20頁)0

8)FAHayek.DenationalisationofMoney:7YzeArguntezztRefined.InstituteofEconomicAffairs,

1976.(川 口慎 二 訳 郵貨 幣 発 行 自由 化講 東 洋 経 済新 報 祉 、1988年 、63頁)。

9)日 本 銀 行HP(http://www3.boj.or.jp/hakodate/shigoto/kansa.htm)



電 子社会 にお ける ク レジ ッ トカ ー ドの役 割55

10)た と え ば 、 三 井 住 友 の プ ラチ ナ カ ー ドは 年 会 費5万2500円(2年 目以 降)で あ る 。(http://

www.smbc-card.com/camp/pt/card.html)ブ ラ ッ ク カ ー ドは 有 名 な ア メ リカ ン ・エ キ ス プ レ

ス の セ ンチ ュ リオ ンカ ー ドで 年 会136TH7500F9で あ る。(httu://www .cardyapan.com/backwork62.

html)

11)プ リペ イ ドにつ い て は そ の 供 給 元 が デ フ ォル トす なわ ち財 ・サ ー ビス を提 供 で きな い 状 態 に

陥 る こ とが あ る。 これ を防 止 す るた め に 「萬 払 式 証 票 の 規 制 等 に 関 す る法 律(プ リペ イ ドカー

ド法)」 が 綱 定 され た 。

(原 稿 受 理B:平 成21年 圭月10F3)


